
平成 23 年度 学校評価資料 （年度末評価）                              岡山県立高梁高等学校 

 

③ 生徒が自主性を発揮できる行事や委員会活動の工夫。 課題と目標   
【具体的な取組の方向】 

・生徒会執行部から各委員会へ活動

内容を提案し、２つ以上の企画を

実現させる。     B【生徒】 

・オープンスクールでは、生徒が主

体となり運営できる場面を多く

する。       A【総務企画】 

・恒例となっている、まちづくり事

業（栄町）を引き続き推進する。 

          A【総務企画】      

・毎月１回美化新聞を発行すること

により、学校全体の美化意識を高

揚する。      B【厚生】 

・生徒会と連携して、古紙回収活動

を円滑に行う。      B【厚生】 

・空～届けみんなの想い～のテーマ

に沿った家政科展の充実を図る。 

               A【家政科】 

・寮長、副寮長、舎監長による情報

交換を定例化（月１回）、寮長及

び副寮長を中心とした、生徒によ

る運営を活発にする。 

B【寄宿舎】 

 

【プロセス】 

【生徒課】 

・松籟祭（文化際・体育祭）の運営は、生徒会執行部と各委員会で役割を

分担し、生徒主体の運営ができるようにした。 

・文化祭おける全校制作は、全校生徒に空き缶の収集を呼びかけ、５０５

４個の空き缶による「松爺」を制作、規格たて４．５ｍ×よこ７．８ｍ。 

・吉備国際大学や高梁城南高校生徒会と本校生徒会で、高梁市の紺屋川で

7/9 に恒例のキャンドルナイトを実施した。 

【総務企画課】 

・オープンスクール見学 

 岡山学芸館，岡山南，岡山城東，倉敷中央，笠岡，総社南，倉敷青陵 

 生徒の自主性を生かし、来校者の期待に応えるために現場を見学した。 

・オープンスクール運営のためのスタッフのボランティアで募り、90 名の生徒が

スタッフとして協力してくれた。 

【厚生環境課】 

・美化委員が２週間に１回古紙回収を実施した。校内に『リサイクルボ 

ックス』を１５カ所設置し、併せて、家庭クラブが作成したポスター10 

枚を掲示し、４月１８日より開始した。全学的な運動として定着している。 

また、生徒及び教職員の意識も高くなっている。 

【文化課】 

・図書委員会が｢Library News｣を月 1 回発行。１０月号は２年生図書委員

が担当して、お気に入りの１冊を紹介した。 

・図書委員会が文化祭で、東日本大震災の復興支援として、チャリティー

古本市を実施し義援金は全国学校図書館協議会へ寄付した。 

【家政科】 

・家政科展の全員制作として「パッチワーク」を生徒を中心に計画中。家

政科展終了後は、東日本大震災で被害のあった東松島市へ届けた。 

【結果等】                   

【生徒課】 

     全校制作「松爺」      紺屋川のキャンドルナイト 

 

 

 

～松籟祭アンケート～ 

・開会式での 15 秒アピール、垂れ幕発表、全校制作を「よかった」とする生徒の

比率が、9 割であった。 

～学校行事への満足度アンケート結果～  満足度８５％ 

【総務企画課】 

・栄町商店街活性化プロジェクト 

 空き店舗（将棋でふれあい交流：将棋部 10回・抹茶でおもてなし：茶道部 1回・

ハロウィン：英語部 1回・天文部と生徒会展示 1回・） 

 クリスマスコンサート・街角コンサート：吹奏楽部＆コーラス部各 1 回・わく

わく子どもフェスタ・子どもとのふれあい交流・折り紙カレンダー：家庭クラ

ブ各 1回 

【厚生環境課】 

・古紙回収の成果として、昨年度比で可燃物の排出量が３割減となった。 

【家政科】 

・「チャレンジまいたうんカレー 高梁大会」 優勝 

・小出手学園広島ファッションビジネス専門学校高校生ファッションデザイン画

コンテスト 入選 

・神戸ファション専門学校「全国高校生デザイン画コンクール」 入選 

 新谷昌美 

・大阪成蹊短期大学 生活デザインコース 高校生デザイン画コンクール 佳作 

 新谷昌美 

・東洋きもの専門学校 「ゆかたデザインコンテスト」 優秀賞ノミネート 

・第 58 回岡山県高等学校家庭クラブ研究発表大会 県大会出場 

○生徒会執行部だけでな

く各委員会の自主的な

活動ができた。全校生

徒への働きかけが次の

課題となる。 

・生徒の意見を取り入れ

た学校行事の工夫 

・生徒が自主的に運営す

る学校行事の推進 

・生徒会執行部と各委員

会との連携の推進 

・各委員会の活動を全校

に広げる。 

 

○古紙回収を定着させ

る。 

 

○部活動、総合的な学習

の時間、ＬＨＲなどを

活用して自主性を育成

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家政科展】 

来場者のアンケートより 

・会場の雰囲気が非常によ

い・よい 

（H23 100% H22 100% H21 

99%） 

・生徒の応対の仕方が非常

によい・よい 

（H23 100% H22 100% H21 

100%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部活動成績】 

ソフトボール部 

・平成 23 年度岡山県高等学校総合体育大会 ソフトボール競技 準優勝 

・平成 23 年度岡山県高等学校秋季ソフトボール選手権大会 優勝 

コーラス部 

・第 7８回 NHK 全国学校音楽コンクール 銀賞 

・第 6４回岡山県合唱コンクール 銀賞 

・第５０回中国合唱コンクール 高等学校部門 Ａグループ 銅賞 

英語部 

・第 17 回吉備国際大学英語スピーチコンテスト 

 国際ロータリークラブ賞  森本美紀 

書道部 

・第３５回全国高等学校総合文化際 書道部門参加 

 「雲鶴」 河原 理恵 
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